
企業の国際化、海外法人管理に関する研
究

研究分野： Management Control System、海外駐在員、企業の国際化支援

キーワード： 国際経営、Management Control System、Export promotion program

貢献できるSDGsの区分：

経営学部 国際経営学科 講師 森内 泰

〇企業が海外に拠点を設ける場合、本社がいかにコントロールするかは重要な課題であるが、どの
ようなコントロール機能を有することが海外事業全体にとって重要か明らかにされていない。駐在員
を含むコントロール機能のあり方と、海外事業の業績を 実証分析している。

〇企業の海外展開に際し、各国政府は輸出や投資の実現に向けた様々な支援を行っている。支援
策の効果測定は欧米の研究や、支援機関が実施したバイアスのかかったデータによって分析が行
われており、アジア圏での有効性まで明らかにされていない。効果的な支援策について実証分析を
行っている。

研究概要

〇企業の国際化（輸出、直接投資、M&Aに必要なコントロール機能やバックオフィス機能の検討に貢
献することができる。

〇各種アンケート調査の設計、分析に協力することができる

産学連携の可能性（アピールポイント）

①岡山県の産業団体とのテレワーク導入状況調査

②佐世保市内の産業団体の実施するDXアンケート調査に関する外部委員

③企業向け研修講師 (経営戦略、イノベーション講義 各3時間)

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/mori-yasu/
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